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第54号

場
一
問

所
一
州
投
一
哨

行
時
町
一
制

発
一
蛾
潰
一
所

長
一
開

会たぬき寝入りすべからす

「もし14し・・・・回目しつぼが出てますよJ

(旅の新生活運動)
八月一日一七日

拠|

出
制

一
民
年
金
翻
震

保
験
料
の
迫
納
と
還
付

り

前
月
号
で
は
七
月
に
行
な
わ
れ
る
世
帯
調
査

お
よ
び
保
険
料
の
納
付
、
前
納
制
度
な
ど
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
は
保
険

料
の
追
納
お
よ
び
還
付
な
ど
の
制
度
に
つ
き

説
明
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

鐸霊草(毎月l回発行)昭和3S年7月2S日(ー)

三{ 守翌包

)'-

老令者で年金を受けている人は
どの位いるか

る金つしはを生のとる料と ななと 犬とけたこ金をで知
昌夫をたてかしきでい給をいこいかしこ と年年れで受さ毒事iM人しってて う付もうれょっ亡の L 金数に追けカの
死給透るて、い国こをつもはうた年制保な額がよ納たの承
亡しにたい国る民と重ての本に入金度険るが多っす保ぼ認
ミし、はめく民限年が点最が来なの給に料訳多くてる険つを
警てーーでこ生り金要的も、社つ保付おのでくな保と料て受
告妻家生すと活生に請に必最会て険をい還す支り険い相、け
害予の渥。をの活おさ厚要少保お料受て付。給、料う当そて
手が桂老年目安のいれくとの障りはけは 手そをこ額の十
通残で令を的定保てるすさ保伽jま返ら原 れれ納とを免年
主さら年ととを障ももるれ険度す注れ員IJ るだめで現除ま
~ー

空 自lたらとた保や死 うとうてこ体の おがにまるま逮残れ
告と度保れなめ険む亡以とれな生のの基こり支なたいでがさたも
蓄のが険なり約料をな上すを人活恩相本のま給つ不は母自れと i
事選認料い、村免えどのる助がを想互的よすさた慮寡子活たか)
書付めの人年済除なによもけいおの挟なう @れ人の婦年出場 F 
ょをらーに金期期いようの盛れびあ助考に る遼事竿金来合子
主受れ部対の問問もるなでりばやらのえ菌 よに故金やるに供
7けてをし支ががの掛理す立、かわ精方民 うはでを遺よはだ
Eらお還て給十長でけ由 cてみされ神は年 に腎身支児う‘け
事れり付はが年かす拾で L んれでに箇金 な客体給年にそが
ゐるます納受未つがて途 いなるああ民市j つ年障し金なの取

す定こて死掛人人て 還がと母そに人四約問にる三年期を三と
。めと遺亡けょにもま付あき子の還が百めを必も年以間約十は

とでにたも多し l十 認たま金にさ十を保たなで上で…保jるが族してり対掛たはつ、年間付六円た充要の以上とめ年

とき保とら少て捨こめよたのすれし五差険し最老保あ合期上険
にる?岩え高はてのらうは受でま才引料得低令険っせ間あ料
なょ にば吉田、はほれな受給にすにい総;tl:.十年料てたとるの
っちを一、の特留かま場給権障。達た額か年金を、も免か免
て7llJ払時そ保にるにせ合し者警しし額かつのを納その除、除
おにい金の険ーとどんはたで年かたをらた拠受めのがさ保期
り法戻と人料般いう。比こふ金しとそ五人出けてう三れ険限

15才以下の子がいる母子家庭

日

八雲
雲母月議
塁率九連
委海円高
員 IZ ~⑮ 

選i魚 甘し
挙業空す又

調事官蒋ず
整⑧殻
⑨ 
(事
⑮ 

来
る
八
月
九
日
執
行
さ
れ
る
-
の
出
来
る
人
は
、
昭
和
三
十
四

海
区
漁
業
調
設
呑
員
は
、
漁
業
一
年
九
月
十
五
日
現
在
調
整
し
た

生
産
に
関
す
る
基
本
的
制
度
を
一
伊
予
溌
海
区
漁
業
譲
詮
司
令
員
会

定
め
、
漁
業
者
及
び
漁
業
従
事
一
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

者
を
主
体
と
し
て
漁
業
生
産
力
一
た
方
々
で
す
。

を
発
展
さ
せ
.
あ
わ
せ
て
漁
業
一
投
票
日
に
は
キ
ケ
ン
す
る
こ

の
民
主
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
一
と
な
く
、
我
々
漁
民
の
た
め
に

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
仕
事
を
し
て
下
さ
る
正
し
い
人

と
の
選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
一
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

事業税納期 ---8月 31日

(1松山県事務所)
本年度事業税第一期分の納期が参りました。

徴税令書は本年中旬頃にお届けしますが、家業に何

かと御多忙のこと L考えますので、あらかじめ空軍準

備範いまして令書が届き次第早巨K伊予銀行又は郵

便局へ納め下さいますようお穎いします。

lEl 
i芳

長
浜
町
警
部
派
出
所

て
盗
難
防
止

1
怪
し
い
者
に
よ
く
注
意
し
て
人
相
や
服
装
、
特
徴
等
を
よ

く
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2
被
害
に
か
L

っ
た
ら
現
場
は
そ
の
ま
与
す
ぐ
答
祭
ヘ
届
け

ま
し
ょ
う
。

3
自
転
車
に
は
必
向
り
ず
「
カ
ギ
」
を
か
け
ま
し
ょ
う
c

二
、
性
犯
罪
防
止

-
夜
間
の
一
人
歩
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

2
ア
ベ
ッ
ク
は
恐
喝
の
手
頃
な
「
エ
ナ
」
で
す
。
夜
ふ
け
て

公
園
や
淋
し
い
所
へ
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

向
。
寝
て
い
る
所
を
外
か
ら
の
ぞ
か
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

三
、
暴
力
犯
罪
防
止

-
警
察
は
届
け
た
人
の
秘
密
を
守
り
、
身
辺
の
保
護
に
も
気

を
つ
け
て
お
り
ま
す
か
ら
安
心
し
て
届
け
て
下
さ
い
。

2
夜
お
そ
く
ま
で
飲
み
歩
い
て
い
る
と
、
ゆ
す
ら
れ
た
り
、

け
ん
か
シ
一
売
ら
れ
た
り
し
ま
ず
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

3
い
や
が
ら
せ
な
ど
を
お
そ
れ
て
届
け
を
し
な
い
と
被
害
者

は
議
…
々
ふ
え
る
一
方
で
す
c

必
ら
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
を
使
麗

運

動

予吋ノ

最
近
道
路
還
墳
の
実
態
を
調
べ
て
み
る
に
、
市
街
地
農
村
を

問
わ
ず
比
の
狭
い
道
路
を
車
庫
が
わ
り
に
使
っ
た
り
、
物
を
置

い
た
り
し
て
勝
手
に
使
用
し
、
い
や
が
ょ
に
も
狭
く
し
て
い
る

状
況
で
、
ぎ
ず
比
の
よ
う
な
身
近
に
あ
る
惑
い
習
慣
を
な
く
す

よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

記

て
交
通
の
妨
害
と
な
り
ま
す
か
ら
自
動
車
は
、
市
街
地
や
町

で
は
交
差
点
や
パ
ス
停
留
所
な
ど
へ
駐
車
し
な
い
よ
う
に
致

し
ま
し
ょ
う
。

二
、
交
通
量
の
多
い
町
内
や
せ
ま
い
道
路
で
駐
車
し
た
り
、
夜

間
道
路
上
に
車
を
置
〈
こ
と
は
危
険
で
す
か
ら
止
め
ま
し
ょ

》

h
a

ノ

。

-

三
、
商
符
街
で
は
自
転
車
を
乱
雑
に
置
か
な
い
よ
う
注
意
し
、

い
つ
も
さ
ち
ん
と
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

図
、
お
底
等
の
広
告
看
板
類
や
「
は
た
」
や
「
の
ぼ
り
」
は

交
通
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
改
め
ま
し
ょ
う
。

五
、
日
よ
け
や
雨
よ
け
の
テ
ン
ト
は
自
動
車
の
離
合
な
ど
の
じ

ゃ
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
ヒ
カ
エ
目
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

六
、
道
路
で
の
荷
造
り
や
荷
さ
ば
き
は
交
通
妨
害
と
な
り
ま
す

か
ら
止
め
ま
し
ょ
う
。

七
、
道
路
上
で
の
「
遊
ギ
」
は
危
険
で
す
か
ら
止
め
ま
し
ょ
う

八
、
道
路
で
の
物
品
販
売
や
工
事
を
す
る
場
合
は
警
察
の
許
可

を
受
け
て
か
ら
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

九
、
夜
間
自
転
車
に
乗
る
時
に
は
必
ら
ず
灯
火
を
つ
け
ま
し
ょ

ヤヘノ。

昭和35年度保険税がきまりました
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厚生課

かねてより御協力を頂いております本町国保事業の昭和三十四

年度決算見込みは、より好転した実績を示し保建財政の健全化

と給付改善等の向上のため、更に一歩一歩推し進められている

現状にあります。

招て、昭和三十五年度中?と皆持者方の約めて頂〈保険税額はこ

の寝確定し、別途配布致しました保険税納付令書により、御了

知と番号願いを卑上げた次第であります。

もともと保険税の決定は、その一年間iて必要な俣険給付費YC

応じて税総額が決められる事乙なっております一。 課税の方法は

前年と同様で、税率等i't①町民税所得割額の百分の五十G.:固定

資産税額の百分のE十①世帯平等'@:IJ額八百円①人頭書j額二百五

十円と云う仕組みになっており、この乗E窓をもっ以って算出さ

れております。
なお、本年度は、先の法の改正等に伴い実施するとと iされ

た。①助産費支給の増額と①葬祭費の新たな支給等に要する費

用の増額がみられますが、此れに対しての全般酌税の増怒は行

わず現行のま Lとし、交付金、負担金等の運用を併せて行うこ

と与しております。

亦年度当初回、五、六月の三ヶ月間に暫定額を以って納付さ

れた分の過不足額は、この七月以降各月に主り割賦調整されて

おります。三位税の確定については右C通りでありまずから、何

卒今後ともよろしく御協力むほどをお願い致します。

その他御不審のJ点が御座いましたら役場税務総又は厚生課へ

お申し出下さい。

届
出
を
し
て
下
さ
い

新
し
小
農
業
委
「
開
閉
保
か
ら
ー
一

員

が

決

り

ま

し

ノ

去
る
七
月
十
五
日
執
行
さ
れ
一
本
町
国
保
事
業
に
つ
い
て
は

ま
し
た
長
浜
町
農
業
委
員
会
委
一
日
頃
格
別
な
御
協
力
か
賜
わ
り

員
選
挙
は
、
第
一
、
第
二
選
挙
一
深
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

区
と
も
無
投
票
で
当
選
が
決
定
一
つ
い
て
は
日
常
こ
の
業
務
還

し

ま

し

た

。

一

営

上

に

保

険

者

(

町

)

、

被

保

険

尚
当
選
者
の
氏
名
は
次
の
通
一
者
(
皆
さ
ん
)
と
も
に
、
是
非

り

。

一

必

要

な

次

の

事

項

が

守

ら

れ

な

第

一

選

挙

区

一

か

っ

た

り

、

又

全

然

な

さ

れ

な

東
政
頼
(
黒
田
)
一
い
問
、
ぎ
が
多
分
に
あ
る
よ
う
に

中
見
富
隆
(
今
坊
)
一
恩
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
は
こ

亀
弁
幸
(
青
島
)
一
の
点
充
分
御
注
意
頂
き
ま
す
様

河
内
作
右
衛
門
(
掬
生
)
一
お
願
い
致
し
ま
す
。

西
同
時
間
(
須
沢
)
一
な
お
こ
れ
は
、
お
互
い
の
権

渡
同
町
一
保
(
沖
浦
)
一
利
、
義
務
と
併
行
し
て
是
非
行

池
田
正
史
(
出
海
)
一
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で

山
口
喜
久
夫
(
庁
)
一
時
に
は
被
保
険
者
皆
様
方
に
思

第

二

選

挙

区

一

わ

ぬ

不

利

益

を

も

た

ら

す

事

と

矢
野
千
鶴
(
下
須
戒
)
一
も
な
り
ま
す
の
で
、
何
主
よ
ろ

佐
回
清
(
庁
)
一
し
く
御
協
力
を
縛
願
い
申
上
け

大
本
春
明
(
且
旦
茂
)
一
ま
す
。

久

保

宮

男

(

グ

)

ご

、

届

出

申

告

事

項

坂
石
美
明
(
白
滝
)
一
①
被
保
険
者
の
出
生
、
死

竹
内
明
登
(
戒
川
)
一
亡
、
転
出
、
転
入
、
婚
姻
に

三
秋
波
雄
(
柴
)
一
よ
る
移
動
の
場
合
。

桜

田

和

夫

(

庁

)

一

そ

の

日

か

ら

十

日

以

内

に

新
農
補
助
事
業
の
割
当
が

決
定
さ
れ
ま
し
た

九
、
七
五
坪
事
業
費
四
十
一
万

八
千
円
。
。
白
滝
一
の
瀬
簡
易

貯
水
場
二
七
二
平
方
米
及
木
炭

倉
庫
一
棟
八
坪
事
業
費
五
二

万
五
千
円
。
。
鎌
久
保
共
同
給

水
施
設
一
式
事
業
費
四
七
万

八
千
円
。
。
大
和
養
協
共
間
利

昭
和
三
十
五
年
度
実
施
の
長

浜
第
二
地
域
事
業
が
内
容
審
査

の
結
果
認
証
さ
れ
実
施
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
事
業
量
は
左

記
の
通
り
で
す
。

記

。
柿
早
共
同
作
業
所
一
棟
ヂ

必
ず
保
険
証
と
印
判
を
持
参

し
て
本
庁
又
は
出
張
所
へ
届

出
る
こ
と
。

②
他
の
社
会
保
険
の
被
保

険
者
又
は
被
扶
養
者
が
そ
の

資
格
を
失
っ
た
時
直
ち
に
申

告
し
て
国
保
に
加
入
す
る
事

①
世
帯
主
の
変
更
が
あ
っ

た
時
は
①
と
同
様
申
告
手
続

き
を
す
る
事
。

二
、
請
求
、
申
請
事
項

①
被
保
険
者
の
世
帯
に
出

生
が
あ
っ
た
時
は
、
助
産
費

と
し
て
壱
千
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

①
同
様
世
帯
の
被
保
険
者

が
死
亡
し
た
と
き
は
、
葬
祭

費
と
し
て
弐
千
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

右
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は

何
時
の
場
合
も
保
険
証
と
印
鑑

が
い
り
ま
ず
か
ら
、
そ
れ
を
持

っ
て
役
場
に
申
出
て
下
さ
い
。

大

備

考

尚
届
出
が
遅
れ
た
り
、

ζ

れ

を
全
然
し
な
い
場
合
は
、
規
定

に
よ
り
戸
籍
簿
と
同
様
弐
千
円

以
下
の
科
料
に
附
せ
ら
れ
る
こ

と
L
な
っ
て
お
り
ま
す
。

圃
除
阜
勾
g
E
S国
賀
零
陰
巴
g
g
a
圏
雲
主
主
-
臨
画
S
S
$
g
g
m
w必

用
農
機
具
(
動
噴
)
五
ム
口
事

業
費
五
六
万
三
千
円
で
三
十
六

年
に
完
了
し
ま
す
。
補
助
金
は

国
四
割
町
一
割
と
五
割
に
な

り
ま
す
。



乞い

(毎月峨行) 町 議語講均約館主購り
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